
企画指導部
取り組んでいること

漁業経営の高度化・安定化に関する研究開発
試験研究成果等の発信、いわて水産アカデミーの運営支援

令和８年度の主な取組

● 集合研修の開催支援を通して
漁業の担い手を育成します。

③ いわて水産アカデミーの
運営支援

① 漁業経営の高度化・安定化に関する研究開発

● 漁業・養殖業経営体を対象とする経営分析や流通・マーケティング分析に取り組み、収益
性向上に寄与する提言を行います。

● 海業や海面サーモン養殖業などの収入の安定化を図るための研究を推進します。

② 試験研究要望の把握と研究成果報告の実施
● 漁協や市町村等への訪問による意見交換等を通じて
要望を把握し、試験研究へ反映させます。

● 得られた成果は漁業関係者等を対象とする報告会等
    で情報共有します。

漁業関係者等を対象に開催した
水産試験研究成果等報告会の様子

集合研修
の様子

④ 一般公開デーの開催や視察研修・実習の受入と積極的な情報発信
● 一般公開デーの開催や視察研修・実習の受入とホームページ・SNSなどによる積極的
な情報発信により、当センターの取組に対する理解を深めます。

海外研究者の視察研修の様子

Facebookページ

大学院生の
実習の様子

ホームページ
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表：漁協が自営する定置網漁業の効率性と
自営統数・水揚金額の関係性

※ 複数の漁場で操業し、かつ水揚金額が高い場合で
あっても効率性が低い（＝0.00に近い）と推計され
た例がみられる一方、１漁場のみで操業し、水揚金
額が低いにもかかわらず効率性が良い（＝1.00に近
い）と推計された例も確認されたことを示している。
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特別公開「サケ稚魚の遊泳力の測定」
一般公開デー
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